
投与スケジュール

1 2 3 4 5 6 7 22 23 24
（ＤＡＹ）

種別

注意事項

③

100ｍL

②
ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ3.3ｍｇ

生食
6.6ｍｇ
50ｍｌ

① メイン

側管1

ＡＵＣ５
500L

点滴 60分 ↓↓

↓↓

↓

１クール

↓↓ ↓
80㎎/㎡
500ｍL

60分 ↓

申請日

腫瘍名

2016年10月17日

小細胞肺がん

登録日

２クール

アプレピタント併用時はデキサメタゾン6.6㎎に減量すること
エトポシドは溶解時濃度0.4ｍｇ/ml以下とする
ポリカーボネート製の三方活栓や延長チューブ、ＤＥＨＰを含むポリ塩化ビニル製点滴セットの使用は避ける

2016/10/17(更新2017/05/18）

申請医師 砂田　幸一

↓↓

↓側管3
エトポシド
5％ブドウ糖

点滴

↓ ↓１５分 ↓

↓

↓

用法 時間

点滴 １５分 ↓

点滴
開始から
終了まで ↓

３週間が１クール
ＣＢＤＣＡは１日目に投与
ＥＴＰは１,２,３日目に投与

用量

②
ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ

パロノセトロン

9.9㎎
0.75mg

側管1

薬剤

側管2
カルボプラチン

生食

生食

④

通常の投与期間 　

小細胞　ＣＢＤＣＡ+ＥＴＰ
1回に要する時間：　　　　2　時間　　30　分レジメン名

点滴 ↓

クールの概要



投与スケジュール

1 8 15 29 (DAY)

種別

注意事項

参考文献

通常の投与期間 　　　　ヶ月、　　　年、PDもしくは有害事象出現までの無期限、その他（

小細胞　ＣＰＴ１１+ＣＢＤＣＡ
1回に要する時間：　　　２　　時間　　45分レジメン名

クールの概要

４週が1クール
Ｄａｙ１．８．（１５）に投与

②

点滴

点滴

側管3

用量

ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ
パロノセトロン

9.9㎎
0.75㎎側管1

ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ
5%ブドウ糖

ＡＵＣ５
２５０ｍL

生食

薬剤

↓
開始から
終了まで

↓

↓↓

用法 時間

点滴 15分 ↓ ↓

60分 ↓ ↓ ↓

2016/11/1(2017/05/18)

申請医師 砂田　幸一

↓

登録日

アプレピタント併用時はデキサメタゾン6.6㎎に減量すること

申請日

腫瘍名

2016年11月

小細胞肺がん

１クール ２クール

↓

↓

点滴 60分 ↓③

↓

100mL

③
イリノテカン
5％ブドウ糖

60mg/㎡
250mL

① メイン

側管2



投与スケジュール

2クール
1 2 3 4 5 6 7 8 15 29

種別

注意事項

↓⑦ メイン フィジオ140 500mL 点滴 1～2時間 ↓

↓

↓

⑥ 側管5
シスプラチン

生食
60mg/㎡
500mL

点滴 120分 ↓

⑥ メイン
20％マンニトー

ル
300mL 点滴 30分 ↓

点滴

点滴 30分

60分 ↓

↓

↓

① メイン

② 60分

↓

↓
9.9㎎
0.75ｍｇ
235ｍｇ

↓ ↓

4時間 ↓

１クール

点滴 ↓4時間

↓ ↓

点滴 8時間 ↓

点滴

申請日

腫瘍名

2016年11月

小細胞肺がん

登録日

↓

投与当日は少なくとも3000ｍＬ/日の尿量を確保すること。

1000mL
20ｍｇ

点滴 8時間 ↓
フィジオ１４０
プリンペラン

2016/11/1(2020/04/21)

↓

申請医師 砂田　幸一

↓ ↓

↓

1000ml
20ｍｇ

60mg/㎡
250mL

↓ ↓ ↓

側管4
イリノテカン
5%ブドウ糖

点滴

↓

15分④ 側管3
デキサート
パノロセトロン

9.9mg
0.75ｍｇ

点滴

メイン

フィジオ140 500mL側管1

フィジオ140

500mL
6.6ｍｇ

③

↓

4週が1クール
CDDPはDAY１に投与

イリノテカンはDAY1、８、１５に投与

用量 用法 時間

100mL

薬剤

メイン

500mL

⑤

⑧

側管2

ﾃﾞｷｻｰﾄ
パロノセトロン

アロカリス

フィジオ１４０

フィジオ１４０
デキサート

メイン

メイン

クールの概要

通常の投与期間 　　　　ヶ月、　　　年、PDもしくは有害事象出現までの無期限、その他（

小細胞　ＣＰＴ１１+ＣＤＤＰ
1回に要する時間：　　　　　時間　　　　　分レジメン名

生食
開始から
終了まで

点滴 ↓


